
ご
挨
拶

ご
挨
拶

新
緑
の
輝
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
春
光
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
な
く
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
平
素
は
、
春
光
会
に
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

京
都
橘
学
園
創
立
一
二
〇
周
年
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
の
歴
史
あ
る
京
都
橘
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と

を
大
変
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
時
代
を
懸
命
に

生
き
る
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
歩
ま
な
け

れ
ば
と
、
改
め
て
考
え
る
、
節
目
の
年
で
す
。

「
私
も
卒
業
生
で
す
」「
息
子
が
卒
業
生
で
す
」と
、
耳
に

す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
一
二
〇
年
分
の
春
光
会

員
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の

春
、
橘
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
卒
業
し
て
何
十
年
も
経
っ
た

新
緑
の
野
山
に
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
春
光
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
母

校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
援
助
を
賜
り
心
か
ら
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
二
〇
二
〇
年
よ
り
続
い
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
は
、
思
っ
た
以
上
の
長
期
に
わ

た
り
生
徒
た
ち
の
日
常
に
制
限
を
か
け
続
け
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
研
修
旅
行
や
橘
祭
と
い
っ
た
中
高
の
主

要
な
行
事
が
二
年
間
思
う
よ
う
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
事
態
は
、
生
徒
だ
け
で
な
く
、
教
職
員
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
京
都
橘
の
生
徒
や
教
職
員
の
皆
さ
ん

が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
伝
統
や
文
化
を
こ
の
先
も
継
承

方
、
様
々
で
す
が
、
こ
こ
橘
で
出
会
っ
た
横
の
繋
が
り
、
縦

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。
私
自
身
、
高
校
三

年
間
で
出
会
っ
た
人
た
ち
、
双
子
の
娘
た
ち
が
橘
に
入
学

し
、
母
と
し
て
出
会
っ
た
人
た
ち
、
橘
の
卒
業
生
と
し
て

出
会
っ
た
、
世
代
の
違
う
人
た
ち
…
多
く
の
ご
縁
が
あ
り
、

今
の
自
分
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
の
世
の
中
、
ど
う
し

て
も
人
の
繋
が
り
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

会
報
誌「
春
光
」を
通
し
て
、
私
た
ち
春
光
会
員
だ
け
で
な

く
、
京
都
橘
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
、
思
い
ま
す
。

十
月
に
、
一
二
〇
周
年
を
記
念
し
て「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
と
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
二
〇
二
一
年
度
も
、
春
光
会
は
総

会
の
開
催
の
み
で
、
そ
の
他
の
行
事
は
す
べ
て
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
今
号
も
、
た
く
さ
ん
の
原
稿
の
ご
提
供
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
京
都
橘
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

し
て
い
く
こ
と
を
困
難
に
し
て
お
り
、
改
め
て
京
都
橘
の

歴
史
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地
球
環

境
問
題
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
進
行
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
を
生
き
て
い
く
生
徒
た
ち

の
環
境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
続
け
て
お
り
、
更
に
コ

ロ
ナ
禍
が
影
響
し
て
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
よ
り
一
層
加
速

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
は
、
生
徒
自
身
が

望
む
未
来
を
示
し
、
自
ら
創
り
上
げ
て
い
こ
う
と
す
る
力

を
養
う
こ
と
、
即
ち
、「
自
立
し
た
人
間
育
成
」を
目
指
し

た
教
育
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
状
況
は
こ
の
先
も
続
き
そ
う
で
す
が
、
こ
の
状

況
を「
新
た
な
橘
」へ
と
成
長
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
ど

の
よ
う
な
社
会
で
も
し
っ
か
り
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
に

教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
ゆ
み
な
い
発
展
を
続
け
る
母
校
に
な
お

一
層
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

京
都
橘
中
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2021年６月26日、2021年度春光会
総会を開催いたしました。新型コロナ
ウイルス感染拡大防止のため、昨年
の総会ならびに橘翔会（退職教職
員の会）との合同懇親会は中止、
2021年も総会のみを母校で開催い
たしました。昨年、会務の遂行上、決算・予算は役員による書面議決とし
会務をすすめてまいりましたので、今回は、2020年度、2021年度２年間分
の審議を行いました。
危急の事態に備え、会則の変更が提案され、第15条について、「総会

の議事は出席会員の過半数をもって決定する。ただし、やむを得ない事
情で総会が開けないとき、または緊急を要するときは役員会をもってこれ
に代えることができる。」ことが承認されました。
総会終了後には、卒業間もない会員さんも駆けつけてくださり、校長先
生含め交流の場をもつことができました。� （事務局）

会 務 報 告2019～2020年度 2021年度　春光会総会報告

【春光会2020年度決算】 自 2020年４月１日 　至 2021年３月31日

自 2021年４月１日 　至 2022年３月31日【春光会2021年度予算】

収入の部
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

入 会 金 3,030,000 3,080,000 50,000 @10,000円×308名（高校303名・中学5名）
預 金 利 息 1,000 32 △ 968
寄付金収入 180,000 46,000 △ 134,000
雑 収 入 10,000 0 △ 10,000 ※�新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため橘祭出店なし（売上なし）

参加費等収入 50,000 0 △ 50,000 ※�新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため総会・新年会等中止

仮 払 収 入 0 0 0
預り金収入 0 0 0
基本財産より戻入 0 0 0
前年度繰越金 6,070,521 6,070,521 0
合　計 9,341,521 9,196,553 △ 144,968

収入の部 予算額 備　考
入 会 金 3,280,000 @10,000円╳328名
預 金 利 息 500
寄 付 金 収 入 180,000 @1,000円╳180口
雑 収 入 10,000
参加費等収入 50,000 新年会参加費等
仮 払 収 入 0
預 リ 金 収 入 0
基本財産より戻入 0
前年度繰越金 6,121,720

合　計 9,642,220

支出の部 予算額 備　考
事 業 費 2,500,000 会報印刷・郵送費・入会記念品他
支 部 補 助 費 40,000 学年・クラス会
慶 弔 費 240,000 クラブ関係お祝い金
交 通 費 200,000 役員会・会報誌取材
会 議 費 50,000 お茶・弁当代等
事 務 費 200,000 役員会案内郵送代、メール便代等
寄 付 金 100,000 120周年事業募金に向けて毎年10万円
事 務 委 託 費 50,000 京都橘中学校・高等学校への事務委託費
雑 支 出 ０
予 備 費 ０
仮 払 支 出 ０
預 リ 金 支 出 ０
前期末未払金 ０
未 払 金 ０
基本財産へ組入 1,000,000
次年度繰越金 5,262,220
合　計 9,642,220

単位 ： 円

支  出
一 般 会 計 へ 0
次年度繰越金 9,570,256

合　計 9,570,256

基本財産
収  入

受 取 利 息 379
組 入 金 1,000,000
前年度繰越金 8,569,877
合　計 9,570,256

財産目録

経 常 費 の 部
現　 金 0

京都銀行 普通預金 5,186,549
ゆうちょ銀行 振替口座 935,171

基本財産の部 京都銀行 定期預金 4,000,000
普通預金 5,570,256

合　計 15,691,976

支出の部
項　目 予　算 決　算 増　減 備　考

事 業 費 2,250,000 1,827,592 △ 422,408 会報発行費用・入会記念品等

支部補助費 40,000 0 △ 40,000 同窓会補助
慶 弔 費 100,000 60,000 △ 40,000 男子サッカー部・陸上競技部・

太鼓部祝い金

交 通 費 100,000 12,000 △ 88,000 役員交通費
会 議 費 50,000 0 △ 50,000 ※�新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため新年会中止

事 務 費 200,000 25,241 △ 174,759 切手・ハガキ・資料送付代・残高証明
書発行手数料 等

寄 付 金 100,000 100,000 0 京都橘学園周年事業募金
事務委託費 50,000 50,000 0 業務委託料
予 備 費 0 0 0
仮 払 支 出 0 0 0
預リ金支出 0 0 0
前期末未払金 0 0 0
期末未払金 0 0 0
基本財産へ組入 1,000,000 1,000,000 0
次年度繰越金 5,451,521 6,121,720 670,199
合　計 9,341,521 9,196,553 △ 144,968

４月８日	 �京都橘中学校・高等学
校入学式（臨席）

５月	 �女子バレーボール部全
国私学大会優勝（お祝
い金贈呈）

５月25日	 役員会
６月29日	 �総会（京都ブライトンホテル）
７月13日	 役員会
７月	 �女子バレーボール部、

陸上競技部、男子サッ
カー部 全国IH出場

	 �太鼓部 全国高校総合
文化祭出場（お祝い金
贈呈）

９月13日	 役員会
９月14日	 学園祭
11月	 �女子バレーボール部 春

高バレー出場、男子サッ
カー部 選手権大会出場
（お祝い金贈呈）

１月25日	 役員会
２月15日	 役員会
２月28日	 春光会入会式
２月29日	 京都橘高等学校卒業式（臨席）
３月19日	 �京都橘中学校卒業式（臨席）
※�2019年10月12日秋の散策（春光会・橘幸
会・橘翔会三団体合同企画）は、台風の影
響で中止

2019年度

2020年度
10月	 �役員による書面議決

（2019年度決算、
2020年度予算案）

12月	 �太鼓部Web総文出場、
陸上競技部全国優勝
他入賞、男子サッカー
部 選手権大会出場
（お祝い金贈呈）

２月27日	 �春光会入会式（会長の
祝辞を事務局が代読）

新型コロナウイルスの影響で、以下
は中止、臨席なし
※2020年４月８日入学式　臨席なし
※2020年６月27日総会および懇親会中止
※2020年８月１日役員会　中止
※2020年９月12日学園祭　出展なし
※�2020年10月10日秋の散策（春光会・橘幸
会・橘翔会三団体合同企画）　中止
※2021年２月28日
　高等学校卒業式　臨席なし
※2021年３月19日
　中学校卒業式　臨席なし

（2）2022. 5. 1 発行� 京都橘中学校・高等学校春光会京都橘中学校・高等学校春光会� 2022. 5. 1 発行（3）
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2019年４月～2021年３月

２
０
２
１
年
度 

春
光
会
役
員

会
　
　
長

平　

野　

万
里
子（
昭
63
卒
）

副
会
長

宗　
　
　

裕　

子（
昭
58
卒
）

森　

安　

優　

子（
昭
61
卒
）

会
　
　
計

松　

井　

京　

子（
昭
44
卒
）

西　

村　

育　

恵（
昭
61
卒
）

会
計
監
査

村　

上　

夕
美
子（
昭
58
卒
）

池　

田　

美　

和（
昭
63
卒
）

常
任
委
員

西　

嵜　

信　

子（
昭
57
卒
）

森　

川　

節　

子（
昭
57
卒
）

井　

上　

和　

子（
昭
58
卒
）

髙　

橋　

弘　

美（
昭
62
卒
）

森　
　
　
　
　

芳（
昭
62
卒
）

寺　

田　

由　

香（
平
１
卒
）

吉　

川　

等　

子（
平
２
卒
）

小　

松　

里　

奈（
平
４
卒
）

中　

辻　

道　

子（
平
４
卒
）

幡　

井　

信　

子（
平
10
卒
）

武　

永　

康　

宏（
平
15
卒
）

西　

村　

裕　

介（
平
15
卒
）



卒
業
式
を
翌
日
に
控
え
た
二
月
二
八
日
、

ホ
ー
ル
に
て
春
光
会
入
会
式
を
行
い
ま
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状

況
に
鑑
み
、今
年
も
春
光
会
会
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
事
務
局
が
代
読
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。新
た
に
同
窓
会
会
員
と
な

ら
れ
る
み
な
さ
ん
へ
入
会
記
念
と
し
て「
大

容
量
モ
バ
イ
ル
バッ
テ
リ
ー
」を
贈
呈
い
た
し

ま
し
た
。新
し
い
生
活
で
も
必
須
の
ア
イ
テ

ム
で
す
。ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

春
光
会
で
は
、学
年
、コ
ー
ス
、ク
ラ

ス
、ク
ラ
ブ
単
位
等
の
同
窓
会
開
催
、

企
画
を
援
助
す
る
た
め
の
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。は
た
ち
を
祝
う
会

（
二
〇
歳
）、半
世
紀（
五
〇
歳
）、還
暦

（
六
〇
歳
）等
、節
目
の
年
に
開
催
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。開
催
を
ご
計
画
の
方
は
事
務
局

ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。補
助
金
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

20～	50人	 5,000円
51～	100人	 10,000円
以上、50人を超える毎に
5,000円アップします。

＊�補助を受けた場合、会報等で紹介した
いので、報告書、写真と案内対象者の
名簿をご提出ください。

案内送付対象者数

入 会 式

2000年	 �特別進学コース男女共学　
京都橘高等学校に校名変更

2003年	 全コース男女共学
	 �女子バレーボール部京都府

チームで国体初優勝
2004年	 第二体育館竣工
2005年	 �京都橘大学共学化
	 法人名を京都橘学園に変更
2007年	 �男子サッカー部インターハイ初出場
	 �女子バレーボール部単独チー

ムで国体優勝
2010年	 �中学校Ⅴコース（国公立大学

進学中高一貫コース）を設置
	 �第２グラウンド（京都市伏見

区）竣工

2012年	 �創立110周年記念式典
	 ホームカミングデー開催
	 �吹奏楽部ローズパレード出場

（アジア代表）
2013年	 �男子サッカー部　第91回全

国高校サッカー選手権大会　
準優勝

2017年	 高等学校制服改定
2018年	 �吹奏楽部ローズパレード出場

（アジア代表）
2020年	 中学校Ⅴコース10周年
2021年	 第２グラウンド改修
2022年	 �KYOTO TACHIBANA スタ

ジアム（京都市山科区）竣工

2000年以降の歩み

1928（昭和３）年　制服制定

Ｐ
．カ
ル
ダ
ン
氏
デ
ザ
イ
ン
の

制
服
採
用

制
服
改
定

■ ■■

明治～大正期 昭和初期 昭和　戦中戦後 1969（昭和44）年 1980（昭和55）年 2000（平成12）年

■ ■ ■

1902（明治35）年創立
創設者　中森孟夫

男子制服制定
※女子：
　1994（平成６）年～

現　在
中学校 高　校

2010（平成22）年
中学校Ⅴコース設置

2017（平成29）年
制服改定
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春光会へのご寄付を受け付けておりますので、
よろしくお願いいたします。

金　　額　�１口1,000円（何口でも結構です）
納入方法　�郵便局に備え付けの払込取扱票にて、
	 次のゆうちょ銀行の口座に払込みください。
振 込 先　口座番号：
	 01080 ｰ３ｰ 1321
	 加入者名：
	 京都橘中学校・高等学校春光会
※�住所、氏名と通信欄に「口数、金額」と「卒業年、
科」をご記入ください。

寄
付
の
方
法

寄付金のお願い

同窓会補助金制度

資
料
室（
本
校
三
階
）

学
園
創
立
八
十
五
周
年
を
記

念
し
て
、一
九
八
五（
昭
和
六
〇
）年

の
桃
山
移
転
時
に
開
館
。

学
園
の
創
立
以
来
の
貴
重
な
資

料
、写
真
の
他
、桃
山
移
転
に
際

し
発
掘
調
査
の
際
に
出
土
し
た
遺

物
や
伏
見
城
下
の
地
図
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
制
服
は
？

あ
な
た
の
制
服
は
？

に
見
る
一
二
〇
年
。

に
見
る
一
二
〇
年
。

制
服
の
変
遷

京
都
橘
学
園
創
立
一
二
〇
周
年

本
校
三
階
の
資
料
室
に
、歴
代
の
ミ
ニ
チ
ュア
制
服

が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

懐
か
し
い
思
い
出
話
に
花
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。



中立売校舎、桃山校舎両方を知る先生方からメッセージをいただきました。

メッセージ

移転前、
お世話になった地域の皆さんへの
感謝の気持ちを込めてパレード

1978年から続く
「演劇コンクール」

取り組みの過程そのものが
一つのドラマ

http://www.arc.ritsumei.ac.jp/archive01/theater/html/heian/
2022年３月10日閲覧「平安京オーバーレイマップ」より引用
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京
都
中
立
売
か
ら

伏
見
桃
山
へ

交
わ
り
と
つ
な
が
り
が

宝
物

回
想
の
中
立
売
校
舎

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学

校
は
、
一
九
八
五
年（
昭
和

六
十
年
）京
都
市
上
京
区
の
中

立
売
か
ら
現
在
の
伏
見
区
桃

山
の
地
に
移
転
し
ま
し
た
。
私

は
中
立
売
で
六
年
、
桃
山
で

三
一
年
在
職
し
ま
し
た
。
中
立

売
で
記
憶
に
残
る
の
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
内
に
大
木
が
あ
っ
た

こ
と
、
中
立
売
通
で
南
北
に
分

皆
さ
ん
と
過
ご
し
た
日
々
は
、

楽
し
く
っ
て
、
辛
く
っ
て
、
充
実

し
た
日
々
で
し
た
。
あ
る
年
、私

が
高
校
二
年
生
の
担
任
で
、
演

劇
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た

時
、
監
督
・
演
出
担
当
者
が
突

然
監
督
を
や
め
る
と
言
い
出
し

ま
し
た
。
演
劇
を
成
功
さ
せ
た

い
と
い
う
強
い
思
い
と
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
が
思
い
通
り
に
動
い
て
く

れ
な
い
と
い
う
不
満
が
対
立
に
つ

眠
れ
ぬ
夜
、
過
去
の
自
分

の
所
業
を
つ
ら
つ
ら
と
思
い

出
し
、
羞
恥
の
あ
ま
り
、
う

め
き
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。
三
五
年
間
の

橘
生
活
も
冷
や
汗
な
し
に
は

回
想
で
き
ま
せ
ん
。「
ロ
ー

ソ
ク
の
灯
り
を
手
に
、
う
つ

む
い
て
教
室
に
入
っ
て
来
る

感
じ
が
す
る
」新
任
当
初
の

入
江
評
で
す
。
生
徒
の
慧け

い
が
ん眼

か
れ
た
校
舎
が
地
下
通
路
で

結
ば
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
現

在
の
桃
山
校
舎
か
ら
は
想
像

も
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
移
転

に
よ
っ
て
本
校
は
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
移
転
後
は
学
校

経
営
に
携
わ
る
事
が
多
く
男

女
共
学
や
コ
ー
ス
再
編
な
ど

改
革
に
追
わ
れ
て
い
た
日
々

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

な
が
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
で
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
集
ま
り
、音
楽

室
に
つ
な
が
る
廊
下
の
入
口
あ
た

り
で
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
最
初
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

の
立
場
で
の
不
満
や
怒
り
を
ぶ
つ

け
て
い
ま
し
た
が
、話
が
進
む
に

つ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
理
解

し
始
め
た
こ
と
が
伝
わ
って
き
て

す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
う

や
って
、
思
い
を
ぶ
つ
け
あ
って
そ

は
私
の
本
質
的
な
暗
さ
を

早
々
と
見
抜
い
て
い
ま
し
た
。

中
立
売
校
舎
北
館
の
北
側

に
は
、
平
安
期
、『
蜻か

げ
ろ
う蛉
日

記
』（
十
世
紀
）
の
作
者
・

藤ふ
じ
わ
ら
の原
道み

ち

綱つ
な
の
は
は
母
の
住
ま
い
が

あ
り
ま
し
た
。
有
名
な「
嘆

き
つ
つ
ひ
と
り
寝ぬ

る
夜
の
」

と
い
う
歌
は
、
こ
の
地
で
の

体
験
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
夫
・
兼
家
が
心
を

さ
て
、
中
立
売
は
聚
楽
第
、

桃
山
は
伏
見
城
と
豊
臣
秀
吉

と
の
縁
が
深
い
で
す
。
本
校

の
あ
る
桃
山
町
伊
賀
の
地
は

南
に
巨
椋
池（
干
拓
に
よ
り

現
在
は
宅
地
）
を
臨
む
高
台

に
あ
る
一
等
地
で
、
金
箔
瓦

も
出
土
し
て
お
り
大
名
屋
敷

址
と
思
わ
れ
ま
す
。
校
舎
三

階
の
会
議
室
か
ら
見
る
夜
景

に
秀
吉
時
代
の
観
月
を
想
像

で
き
ま
す
。
伏
見
は
歴
史
あ

る「
都
市
」
で
す
。
平
安
時
代

以
後
由
緒
あ
る
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
伏

見
の
地
で
益
々
発
展
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

れ
ぞ
れ
を
知
り
、理
解
し
て
い
く

ん
だ
な
あ
と
実
感
し
ま
し
た
。

こ
の
二
年
間
、コ
ロ
ナ
禍
の
息

苦
し
さ
に
世
界
中
の
人
々
が
自

分
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
ま

す
。
何
が
足
り
な
い
の
か
？
そ

う
、
人
と
の
直
接
の
交
わ
り
と

つ
な
が
り
だ
と
思
う
ん
で
す
。

橘
に
居
た
頃
は
、
互
い
に
触
れ

合
い
、
直
接
言
葉
を
交
わ
し
つ

な
が
る
チ
ャ
ン
ス
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
お
そ

ら
く
、
皆
さ
ん
は
、
そ
ん
な
体

験
や
実
感
を
胸
に
毎
日
頑
張
っ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い

な
が
ら
窓
か
ら
空
を
見
上
げ
て

い
ま
す
。

移
し
た「
町
小
路
の
女
」
の

住
ま
い
は
、
今
の
新
町
通
に

面
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

「
来こ

ぬ
人
」
の
無
情
を
嘆
く

千
年
前
の
歌
が
詠
ま
れ
た
地

で
、
そ
の
作
品
を
学
べ
た

稀け

う有
な
環
境
で
し
た
。

遠
藤
周
作
は
、
冒
頭
の
私

の
よ
う
な
経
験
が
あ
る
人
こ

そ
、
友
と
し
て
語
る
に
足
る

人
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
浅

い
眠
り
が
続
く
昨
今
、
も
う

会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

「
語
る
に
足
る
人
」
に
想
い

を
馳
せ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

�

山
﨑 

哲
夫 

先
生

�（
一
九
七
九
～
二
〇
一
六
年
勤
務
　
社
会
科
）

�

仲
村 

　
靖 

先
生

�（
一
九
八
〇
～
二
〇
一
六
年
勤
務
　
英
語
科
）

�

入
江 

成
治 

先
生

�（
一
九
八
一
～
二
〇
一
六
年
勤
務
　
国
語
科
）

恩師からの

メッセージ
寄
稿
後
、
三
月
三
〇
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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京
都
橘

好
き
好
き
人
間
！

橘
高
校
で
の
思
い
出

母
校
の
発
展
は

同
窓
生
の
喜
び
！

卒
業
生
の
皆
様
こ
ん
に
ち

は
。
私
が
、
橘
高
校
を
卒
業

し
て
、
も
う
四
十
年
近
く
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

当
時
を
振
り
帰
っ
て
み
る
と
、

こ
こ
に
は
、
書
き
記
せ
な
い

ほ
ど
の
思
い
出
が
、
甦
っ
て

き
ま
す
。

私
が
、
入
学
し
た
そ
の
年

か
ら
、そ
れ
ま
で
の
、ピ
エ
ー

ル
カ
ル
ダ
ン
の
制
服
か
ら
紺

色
の
ブ
レ
ザ
ー
に
変
わ
り
ま

し
た
。
太
い
ネ
ク
タ
イ
、
学

私
は
今
、
大
学
で
映
画
制

作
を
し
て
い
ま
す
。
映
画
の

メ
イ
キ
ン
グ
映
像
を
観
て
い

た
だ
け
る
と
分
か
る
と
思
い

ま
す
が
、
映
画
制
作
は
撮
影

時
は
も
ち
ろ
ん
、
制
作
段
階

か
ら
沢
山
の
人
と
関
わ
る
集

団
制
作
で
す
。

集
団
の
中
で
自
分
の
意
見

を
言
い
、
指
示
を
出
し
、
即

戦
力
に
な
る
。
自
ら
動
い
て

高
校
時
代
は
放
課
後
も
日

曜
日
も
自
習
室
に
通
い
、
精

一
杯
勉
強
に
打
ち
込
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
く
の

先
生
方
、
職
員
の
方
々
に

様
々
な
面
で
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
や
る
気
を
も
っ

て
行
動
す
れ
ば
、
沢
山
の
人

に
応
援
し
て
も
ら
え
る
。
そ

一
九
五
七
年
に
入
学
。
以

後
、
生
徒
と
し
て
、
卒
業
後

は
事
務
職
員
と
し
て
、
二
〇�

〇
二
年
三
月
退
職
ま
で
約

四
五
年
に
わ
た
る
橘
ラ
イ
フ

で
し
た
。
在
学
中
か
ら
購
買

部
の
お
手
伝
い
を
し
、
通
常

二
年
生
で
終
了
の
と
こ
ろ
、

初
め
て
三
年
生
ま
で
お
手
伝

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
六
〇
年
卒
業
と
同
時
に

入
職
、
一
九
六
二
年
に
は
法

生
カ
バ
ン
と
一
緒
に
持
つ
補

助
か
ば
ん
は
、
今
な
ら
利
用

価
値
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い

程
の
縦
長
の
大
き
な
エ
コ

バ
ッ
グ
風
。
現
在
の
学
校
の

様
に
、
校
舎
内
に
ホ
ー
ル
等

施
設
は
無
く
、
当
時
は
上
京

区
だ
っ
た
の
で
、
烏
丸
丸
太

町
の
旧
京
都
府
立
勤
労
会
館

で
あ
っ
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
。

遅
刻
を
週
の
内
、
何
度
か
し

た
ら
、
土
曜
日
の
午
後
緑
の

ジ
ャ
ー
ジ
上
下
の
体
操
服
で

い
く
と
い
う
力
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
力
を
、

私
は
橘
に
い
る
頃
か
ら
身
に

付
け
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

私
は
高
校
生
の
時
、
美
術

部
の
部
長
、
橘
祭
の
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
デ
ザ
イ
ン
、
模
擬
店
の

看
板
制
作
、
演
劇
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
美
術
担
当
な
ど
を
務

め
ま
し
た
。
今
、
大
学
で
映

ん
な
あ
た
た
か
い
環
境
だ
っ

た
か
ら
こ
そ
頑
張
り
続
け
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
。
一
歩
を

踏
み
出
す
時
に「
自
分
な
ら

で
き
る
」と
思
え
る
の
は
あ

の
時
の
経
験
の
お
か
げ
で
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
る
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
た
ち
と
日
々
過
ご

人
本
部
へ
異
動
、
そ
し
て

一
九
八
四
年
に
は
桃
山
移
転

を
控
え
再
び
中
高
へ
。
中
高
、

法
人
本
部
と
勤
務
地
は
違
え

ど
、
商
業
科
で
の
学
び
を
い

か
し
会
計
一
筋
で
し
た
。

退
職
後
も
春
光
会
の
役
員

と
し
て
、
同
年
代
の
役
員
さ

ん
た
ち
と
会
の
活
性
化
に
努

め
ま
し
た
。

学
園
創
立
一
一
〇
周
年
の

年
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
Ｏ
Ｇ

走
る
こ
と
に
な
る
京
都
御
苑

の
周
回
ラ
ン
ニ
ン
グ
。
研
修

旅
行
で
、
行
っ
た
東
北
の
わ

ら
び
座
で
ず
っ
と
練
習
し
て
、

学
年
全
員
で
踊
っ
た
ソ
ー
ラ

ン
節
。
因
み
に
、
現
在
全
国

大
会
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

太
鼓
部
の
前
身
太
鼓
サ
ー
ク

ル
が
発
足
し
た
の
は
こ
の
頃

で
す
。
卒
業
し
て
か
ら
、
長

い
月
日
が
経
つ
の
に
、
今
も

鮮
明
に
思
い
出
が
甦
る
の
は
、

橘
高
校
で
の
三
年
間
が
、
と

て
も
充
実
し
て
い
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先

も
恩
師
の
先
生
方
や
友
達
と

懐
か
し
い
思
い
出
話
が
出
来

る
事
は
、
私
自
身
貴
重
な
時

間
に
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

画
制
作
を
す
る
上
で
必
要
な

力
を
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
通

し
て
身
に
付
け
ま
し
た
。

私
が
い
た
ク
ラ
ス
は
、

「
個
溢
れ
る
」
ク
ラ
ス
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
の

で
橘
で
は
個
性
を
全
面
に
出

し
て
良
い
ん
だ
と
安
心
し
、

い
つ
も
自
分
ら
し
く
居
ら
れ

ま
し
た
。
絵
を
描
く
こ
と
が

好
き
、
美
術
が
好
き
だ
と
い

う
他
人
と
は
違
う
部
分
を
、

思
う
存
分
伸
ば
せ
た
の
が
今

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
今
、
芸
術
大
学
で
楽
し

く
映
画
美
術
を
学
べ
て
い
る

の
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

個
性
が
輝
く
京
都
橘
で
学
べ

た
か
ら
だ
と
、
卒
業
し
て
か

ら
更
に
強
く
感
じ
ま
す
。

せ
た
こ
と
か
ら
相
手
の
気
持

ち
に
立
っ
て
考
え
る
姿
勢
も

身
に
付
き
ま
し
た
。

現
在
は
初
期
研
修
医
と
し

て
内
科
や
救
急
科
を
回
り
な

が
ら
、
医
師
と
し
て
の
ス
キ

ル
を
先
輩
医
師
の
方
々
か
ら

教
わ
り
つ
つ
、
救
急
外
来
や

入
院
し
て
い
る
患
者
様
の
診

療
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
仕

事
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
の

は
、
担
当
し
た
患
者
様
が
笑

顔
で
帰
っ
て
い
く
の
を
見
た

と
き
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
怒

ら
れ
た
り
、
失
敗
す
る
こ
と

も
多
い
で
す
が
、
橘
で
学
ん

だ
こ
と
を
胸
に
め
げ
ず
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

の
中
道
瞳
さ
ん
が
ロ

ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
銅
メ
ダ
ル
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
は
卒
業

生
の
誇
り
で
す
。
今
で

も
母
校
の
活
躍
に
注

目
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ブ
の
活
躍
、
生
徒
募
集

の
成
功
、
進
学
実
績
の

躍
進
、
多
彩
な
教
育
活

動
な
ど
が
新
聞
・
テ
レ

ビ
で
紹
介
さ
れ
る
た
び
に
、

卒
業
生
と
し
て
誇
ら
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
母

校
の
発
展
は
同
窓
生
の
喜
び
。

こ
れ
か
ら
も
母
校
の
発
展
を

祈
り
応
援
し
て
い
ま
す
。

�

平
井 

良
実 

さ
ん（
二
〇
二
〇
年
卒
）

�

三
上 

幸
子 

さ
ん（
一
九
六
〇
年
卒
）

�

（
旧
姓
　
西
出
）

�

村
上 

夕
美
子 

さ
ん（
一
九
八
三
年
卒
）

�

（
旧
姓
　
芦
辺
）

沢
山
の
人
に

応
援
し
て
も
ら
え
る

あ
た
た
か
い
環
境

�

山
口 

智
生 

さ
ん（
二
〇
一
四
年
卒
）
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を
奏
し
、
規
定
の
十
ク
ラ
ス
二
八
九
名
の
外
部

入
学
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

特
に
国
公
立
進
学
Ｓ
コ
ー
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
力

は
高
く
、
競
争
率
は
京
都
府
内
私
立
高
等
学
校

ト
ッ
プ
の
十
一
・
五
倍
で
し
た
。

入
試
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
定
員
減
な
ど
、
な

か
な
か
十
分
な
広
報
活
動
が
で
き
な
い
状
況

は
続
い
て
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相
談

会
や
小
規
模
説
明
会
の
増
設
な
ど
、
創
意
と
工

夫
を
重
ね
て
何
と
か
乗
り
切
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
中
学
校
・
高
等
学
校
共
に
定
員
を

上
回
る
入
学
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た
、兄
弟
・

姉
妹
の
受
験
・
入
学
が
多
い
こ
と
に
加
え
、
近

年
で
は
本
校
卒
業
生
の
ご
子
息
が
本
校
に
入

学
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
て
お
り
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
し
て
の
団
結
が
強
ま
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
発
展
す
る
京
都
橘
中
学
校
・

高
等
学
校
を
応
援
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
学
校

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
情
勢
に
お
い
て
、

非
常
事
態
下
で
も
安
心
し
て
学
び
を
進
め
ら

れ
る
安
心
感
を
求
め
、
私
立
中
学
校
に
対
す
る

注
目
は
益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
本
校

は
、
い
ち
早
く
導
入
し
て
い
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
て
こ
の
状
況
に
対
応

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
評

価
は
高
く
、
二
〇
二
二
年
度
入
試
に
お
け
る
京

都
府
内
私
立
中
学
校
の
平
均
出
願
競
争
率
が

三
・
六
倍
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
校
は
七
・
八

倍
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
定
員
を
上
回

る
六
七
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

高
等
学
校

高
等
学
校
も
中
学
校
同
様
、「
面
倒
見
の
良

さ
」「
進
路
保
障
の
安
心
感
」「
Ｖ
・
Ｓ
コ
ー
ス

生
も
し
っ
か
り
ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
組
め
る

楽
し
さ
」
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

二
〇
二
一
年
度
入
試
で
は
、
現
行
コ
ー
ス
制
下

に
お
い
て
最
多
の
計
十
二
ク
ラ
ス
三
六
八
名

の
外
部
入
学
生
を
迎
え
、
教
室
を
な
ん
と
か
増

設
し
て
入
学
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
う
れ

し
い
悲
鳴
を
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
〇
二
二
年
度
入
試
で
も
、
引
き
続
く
人
気
と

教
室
問
題
と
い
う
隠
陽
併
せ
持
っ
た
難
し
い

入
試
状
況
で
し
た
が
、
丹
念
な
広
報
戦
略
が
功

二
〇
二
二
年
度
の
大
学
入
試
は
、
全
国
的
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き
く

受
け
た
前
年
度
入
試
と
は
異
な
り
、
秋
の
推
薦

型
選
抜
入
試
の
志
願
者
数
は
大
幅
に
増
加
し

ま
し
た
。
ま
た
、
年
明
け
の
一
般
入
試
の
志
願

最
高
の
合
格
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
は
、
全
国
的
に

志
望
者
が
多
く
、
今
年
も
難
し
か
っ
た
薬
学
部

に
四
四
名
、
看
護
学
部
に
九
九
名
の
合
格
者
が

あ
っ
た
こ
と
で
す
。

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、い
つ
も
温
か
く
見
守
り
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

者
数
も
私
大
・
国
公
立
大
入
試
と
も
に
微
増

と
な
り
ま
し
た
。
二
年
目
を
迎
え
た
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
は
、
数
学
Ⅰ
Ａ
等
全
体
的
に
難
化

し
た
こ
と
で
平
均
点
が
大
き
く
下
が
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
国
公
立
の
二
次
試
験
で
は
、

例
年
以
上
に
合
格
発
表
ま
で
結
果
が
ど
う
な

る
か
わ
か
ら
な
い
入
試
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
中
で
一
一
八
期
の
卒
業
生
三
二
六
名

は
、
六
月
か
ら
始
ま
っ
た
専
門
学
校
入
試
か
ら

指
定
校
推
薦
・
内
部
推
薦
入
試
、
共
通
テ
ス
ト
、

私
大
一
般
入
試
、
そ
し
て
三
月
の
国
公
立
後
期

お
よ
び
私
大
の
後
期
入
試
ま
で
一
人
ひ
と
り

が
行
き
た
い
学
校
へ
の
進
学
を
目
指
し
て
最

後
ま
で
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
ま
し

た
。結

果
と
し
て
、
難
関
国
立
十
大
計
八
名
を
含

む
六
一
名
が
国
公
立
大
に
合
格
し
ま
し
た
。
ま

た
、
私
立
大
に
は
早
慶
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
な
ど
首
都

圏
の
最
難
関
大
に
十
名
、関
関
同
立
大
に
一
七
八

名
、
産
近
龍
大
に
一
九
六
名
、
京
都
橘
大
に

五
六
五
名
等
計
一
、一
七
九
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

特
に
、
関
関
同
立
、
産
近
龍
、
京
都
橘
大
は
過
去

学校
の
近況

入
試
状
況

進
路
状
況

主な合格者数� （４月8日現在）

■国公立大学（61名）
京都大学� ２名
名古屋大学� ２名
北海道大学� １名
神戸大学� ３名
京都工芸繊維大学� ２名
京都府立医科大学� ２名
大阪公立大学� ４名
奈良女子大学� １名
京都府立大学� １名
筑波大学� １名
滋賀大学� ５名
滋賀県立大学� ２名
京都教育大学� ３名
大阪教育大学� １名
奈良教育大学� １名
兵庫県立大学� ３名
東京都立大学� １名
国際教養大学� １名
広島大学� １名
徳島大学� ２名
香川大学� ２名
福井大学� １名
島根大学� １名
鳥取大学� １名
愛媛大学� ２名
三重大学� １名
福井県立大学� ２名
下関市立大学� ２名
岡山県立大学� １名
都留文科大学� １名
高知工科大学� １名
名桜大学� １名
神戸市看護大学� １名
山陽小野田市立山口東京理科大学
� ２名
釧路公立大学� ３名

■私立大学（1,179名）
同志社大学� 31名
立命館大学� 72名
関西大学� 62名
関西学院大学� 13名
早稲田大学� ２名
慶應義塾大学� ２名
上智大学� １名
東京理科大学� １名
青山学院大学� ３名
法政大学� １名
東海大学� １名
立命館アジア太平洋大学
� ２名
近畿大学� 66名
龍谷大学� 101名
京都産業大学� 29名
京都橘大学� 565名
摂南大学� 69名
追手門学院大学� ３名
桃山学院大学� ２名
同志社女子大学� 15名
京都女子大学� ８名
武庫川女子大学� ２名
佛教大学� 19名
関西外国語大学� ５名
京都外国語大学� ３名
関西医科大学� １名
京都薬科大学� １名
森ノ宮医療大学� ２名
� など



吹奏楽部
故 平松久司先生
高大合同追悼演奏会（６月）
映画「竜とそばかすの姫」劇中音楽担当
�書籍「吹奏楽部バンザイ！！　コロナに負け

ない」で紹介
マーチング・カーニバルin別府2021
　（10月）
全日本マーチングコンテスト　金賞
　（11月　大阪）
豊岡市演奏会（12月）
名古屋防災講演会と心の絆コンサート
　（12月）
志童和太鼓フェスティバル2022
　（３月　兵庫）

　※�関西テレビ「報道ランナー」等で紹介され
ました

中学吹奏楽部
京都府吹奏楽コンクール
　中学小編成　金賞（８月）
　　Vコース創部初の快挙

陸上競技部
全国高校総合体育大会<インターハイ>
　（７月　福井）
　13大会連続20回出場
　　女子４×100mR　女子４×400mR
JOCジュニアオリンピックカップ
第15回U18陸上競技大会（10月）
　　女子300m
　　瀧野　未来　優勝　大会新記録

高校１年歴代１位

女子バレーボール部
全国高校総合体育大会<インターハイ>
　　22大会連続24回出場　（７月　石川）
全日本バレーボール高校選手権大会
　<春の高校バレー>
　　24回出場（１月　東京）
全国私立高校男女バレーボール選手権大会

<さくらVOLLEY>
　　ベスト８（３月　東京）

太鼓部
全国高等学校総合文化祭
　<郷土芸能部門>
　22年連続22回出場（８月　和歌山）

ロボットプログラミング部
第21回日本情報オリンピック
　中高各１名　本選出場（２月）

英語ディベート部
2021年５月創部　12月には大会初出場

男子サッカー部

木原　励（本校2022年卒）
� 浦和レッズへ

NEW

CLUB NEWS

次世代型スポーツ施設
「KYOTO TACHIBANA スタジアム」

誕生！

新
棟
　
完
成
！

第65回日本学生科学賞（読売新聞社主催、旭化成協賛）において、本
高校の近藤惇さん（受賞時は１年生）の研究が、京都府の審査を経て、
中央審査に出品され、高校の部で見事「環境大
臣賞」を受賞しました。さらに、近藤さんは
ISEF代表に選出されアメリカで開催の科学コ
ンテストで研究成果をオンライン発表します。

持続可能な食料生産を目指して
― 蛍光反応による土壌中肥料の観察と簡易肥料センサによるほ場マッピング ―

待
望
の
京
都
橘
学
園
総
合
ス
タ
ジ
ア
ム（
京
都
市

山
科
区
）が
二
月
末
に
竣
工
、
三
月
六
日
に
京
都
市
長

は
じ
め
地
域
の
方
や
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
招
い
て

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
、
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ビ
ー
チ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ト（
バ
レ
ー
兼
サ
ッ

カ
ー
）を
併
設
し
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
等
も
兼
ね
備
え
て

い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
に
は
最
新
鋭
の
Ａ
Ｉ
カ

メ
ラ
を
完
備
し
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
試
合
の
様
子
を

ラ
イ
ブ
配
信
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
ス
ク
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
の
発
信
拠
点
、
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
し
て
の
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
、
地
域
と
学
園
の

懸
け
橋
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
程
、
特
別
教
室
棟
の
北
側
、
桃
山
御
陵
の
森
に

沿
っ
て
新
棟
が
完
成
し
ま
し
た
。
第
二
講
義
室（
三

Ｆ
）、
第
三
講
義
室（
四
Ｆ
）と
し
て
、
大
人
数
の
講
座

や
ク
ラ
ブ
活
動
等
で
多
目
的
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
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日本学生科学賞「環境大臣賞」受賞
� 世界大会へ

「International Science and Engineering Fair」の略で、「国際学生科学技術
フェア」などと和訳されています。世界75以上の国と地域の約700万人から選ば
れた約1700人の高校生（９-12grade）が自分たちの研究を披露しあう科学研
究コンテストで、いわば「科学のオリンピック」です。

ISEFとは

Jリーガー誕生！
10人目



一
二
〇
年
の
時
を
超
え
、
い
ま
新
し
い
歴
史
が
始
ま
る
！

の
ご
案
内

の
ご
案
内

― 前回のホームカミングデーの様子です ―
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学
園
創
立
一
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
下
記
の
と
お
り
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
十
年
前
に
書
か
れ
た
手
紙
や
思
い
出
の
品
を
納
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
開
封
も
行
い
ま
す
。

手
紙
を
書
い
た
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
懐
か
し
の
母
校
に
お
集
ま
り
く
だ
さ

い
。
恩
師
の
先
生
方
も
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
る
予
定
で
す
。
中
学
、
高
校
時
代
に

戻
っ
た
気
分
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

同
日
、
春
光
会
総
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　同時開催：春光会総会
	 時間内に実施

・
住
所
等
変
更
の
際
は
、
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

・�

ご
実
家
に
届
い
て
い
る
場
合
は
、
ご
本
人
に
転
送
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

・�

母
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
春
光
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

・�

幅
広
く
卒
業
生
の
情
報
を
お
届
け
し
た
い
の
で
、
同
窓

会
開
催
等
の
情
報
が
あ
れ
ば
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�

同
窓
会
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ア
イ
デ
ア
や
ご
要
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〒612-8026　京都市伏見区桃山町伊賀50
T E L：075-623-0066　FAX：075-601-2125
E-mail：shunkou@tachibana-hs.jp
https://www.tachibana-hs.jp 

平松 久司先生	 2021年３月13日ご逝去
1978年度～1994年度　教頭・副校長
	 吹奏楽部顧問

筒井 雍之先生	 2022年１月20日ご逝去
1995年度～1999年度　校長

山﨑 哲夫先生	 2022年３月30日ご逝去
2010年度～2012年度　副校長
謹んでお悔やみ申し上げます。

春光会事務局　京都橘中学校・高等学校内

 　日　時	 2022年10月30日（日）
	 13：00～16：00
 　場　所	 京都橘中学校・高等学校
	 フェスティバルホール他
 　プログラム	
	 全 体 会　�各団体挨拶、タイムカプセル開封、

太鼓部の記念演奏、記念撮影
	 自由参加　�ミニ同窓会、生徒会による企画、KYOTO 

TACHIBANAスタジアム見学ツアー（バ
スで移動）など

 　参加費	 無料
※詳しくは、９月初旬、本校ホームページに掲載しますのでご注目ください。
　https://www.tachibana-hs.jp/
※�参加お申込みはホームページからお願いします（９月初旬以降、

受付開始）。

 　お問合せ
	 TEL：075-623-0066　FAX：075-602-2125
	 E-mail：shunkou@tachibana-hs.jp
社会情勢により、内容変更や中止の可能性があります。最新情報は本校
ホームページをご確認ください。

記

事
務
局
よ
り

訃 　 報


